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更
新

の
講
義
内
容

言
語
文
化
「
東
ア
ジ
ア
漢
文
文
化
圏
」そ
の
３(

モ
ン
ゴ
ル
と
日
本)

07
蒙
古
と
日
本
と
は
、
日
蒙
復
興
交
流
を
果
た
し
益
々
目
が
離
せ
な
い
。
モ
ン
ゴ
ル
出
身
の
相
撲
力
士
が
活
躍
し
、
二

〇
〇
六
年
、
日
本
と
モ
ン
ゴ
ル
の
合
作
映
画
「
蒼
き
狼

地
果
て
海
尽
き
る
ま
で
」
が
封
切
り
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
な
か
、
言
語
活
動
と
し
て
は
、
戦
後
初
め
て
の
『
日
蒙
辞
典
』
が
春
風
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
上
で
は

「
モ
ン
ゴ
ル
語
辞
典
［
近
代
］D

B

」
が
詳
し
い
。
さ
ら
に
、
個
人H

P

で
は
、
「
言
の
葉
」
に
詳
細
な
モ
ン
ゴ
ル
語
関

係
の
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
参
考
資
料
：
清
水
幹
夫
編
「
電
子
モ
ン
ゴ
ル
語
辞
典
」

モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
は
現
在
、
中
央
ア
ジ
ア
東
部
に
位
置
し
、
日
本
の
約
四
倍
く
ら
い
の
面
積
を
も
ち
、
人
口
は

約
二
〇
〇
万
人
、
土
地
の
平
均
高
度
は
標
高
一
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
草
原
地
が
中
心
で
あ
る
。
こ
の
草
原
地
帯
の
も
四

季
は
あ
る
。
春
は
砂
嵐
、
夏
は
ツ
ァ
ル
ツ
ァ(

殿
様
飛
蝗
に
似
た
昆
虫)

、
秋
は
茶
色
化
し
た
草
、
冬
は
凍
て
つ
い
た
大

地
に
山
の
雪
景
色
と
い
う
具
合
に
な
ろ
う
か
。
夏
に
草
原
を
訪
れ
る
と
馨
し
き
花
の
香
り
が
風
に
運
ば
れ
て
辺
り
一
面

に
漂
う
。
陽
の
沈
む
の
は
夜
八
時
過
ぎ
に
な
る
。
逆
に
、
冬
は
昼
間
の
時
間
が
短
い
の
で
あ
る
。
作
物
は
、
八
月
中
旬

か
ら
十
月
中
旬
ま
で
の
三
ヶ
月
で
馬
鈴
薯
や
小
麥
を
収
穫
し
、
牧
草
の
草
刈
り
も
重
要
な
作
業
の
一
つ
で
あ
る
。
実
際
、

ジ
ヤ
ガ
イ
モ

仏
教
学
を
学
ぶ
学
生
以
外
の
若
者
は
、
こ
の
草
刈
り
の
手
伝
い
を
す
る
。
こ
れ
が
極
寒
の
冬
に
家
畜
類
の
飼
料
と
な
る

の
だ
。
人
も
家
畜
も
塩(

ホ
ジ
ル)

を
摂
取
す
る
。
岩
塩
に
よ
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
や
塩
素
で
食
欲
、
消
化
促
進
を
務
め
て
い

る
。こ

の
国
の
英
雄
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
の
末
裔
は
、
こ
の
高
原
で
の
厳
し
い
気
候
の
な
か
、
幕
舎
（
ゲ
ル
）
に
よ
る
生
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活
様
式
を
牧
畜
文
化
と
し
て
継
承
し
続
け
て
き
た
。
こ
こ
で
は
五
つ
の
家
畜
（
マ
ル
）
類
で
あ
る
、
駱
駝
（
テ
メ
ー
）

・
牛
（
ウ
ヘ
ル
）
・
羊
（
ホ
ニ
）
・
山
羊
（
ヤ
マ
ー
）
・
馬
（
モ
リ
ー
）
を
飼
育
し
、
馬
は
乗
馬
用
、
食
肉
用
、
飲
用
（
馬

乳
酒
（
ア
イ
ラ
グ
）
）
に
活
用
し
最
も
貴
重
な
財
産
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
高
原
を
家
畜
と
と
も
に
遊
牧
し
、

私
た
ち
と
同
じ
く
高
度
な
仏
教
文
化
を
築
き
上
げ
て
き
た
の
が
モ
ン
ゴ
ル
国
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
信
仰
は
ラ
マ
教

(

大
乗
仏
教)

が
中
心
で
、
七
世
紀
頃
印
度
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
を
経
て
伝
来
し
た
。
現
在
、
モ
ン
ゴ
ル
の
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー

ト
ル
に
は
、
ガ
ン
ダ
ン
寺
と
エ
ル
デ
ィ
ニ
ー
ズ
寺
が
あ
っ
て
こ
の
二
つ
が
遺
る
。
こ
こ
で
は
、
仏
教
学
を
学
ぶ
未
来
の

僧
侶
達
が
日
々
修
行
に
務
め
て
い
る
。
暦
も
十
二
支
を
用
い
て
い
て
、
猪
が
豚
で
あ
る
と
こ
ろ
が
異
な
る
干
支
で
あ
る
。

そ
の
住
居
は
、
ゲ
ル
と
い
う
移
動
式
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ゲ
ル
の
骨
組
み
に
は
柔
軟
な
柳
が
材
と
な
っ
て
い
る
。

言
語
文
化
面
か
ら
み
る
と
、
『
大
元
聖
政
国
朝
典
章
』(

蒙
文
直
訳
体)

の
詔
勅
文
が
知
ら
れ
て
い
る
。
征
服
王
朝
と

し
て
、
多
重
接
触
言
語
を
用
い
る
こ
と
か
ら
、
変
体
蒙
文
を
作
成
し
て
い
る
。
こ
の
一
部
デ
ー
タ
は
、
「
元
代
文
書
史

料
研
究
会
」
が
公
開
し
て
い
る
。

《

資
料
》

HP※http://itako999.blog41.fc2.com
/blog-category-18.htm

l

※http://w
w

w
.npm

.gov.tw
/ja/collection/selections_02.htm

?docno=755&
catno=14&

pageno=2

※http://w
w

w
.youtube.com

/w
atch?v=bztuzY

H
U

zcQ
&

feature=related

※http://w
w

w
1.ocn.ne.jp/~m

atsuo3/books/aoki.htm

※http://bbs.m
eishujia.cn/view

thread.php?action=printable&
tid=34594
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『
元
朝
秘
史
』
（
小
澤
重
男
著
『
元
朝
秘
史
全
釈
』
風
間
書
房
刋
を
参
照
。
他
に
岩
波
文
庫
本
に
小
澤
重
男
訳
を
収
録

す
る
。
村
上
正
二
訳
注
『
モ
ン
ゴ
ル
秘
史
１
～
３

―
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
物
語
―
』
（
平
凡
社
《
東
洋
文
庫
》
、
一
九
七

〇-

七
六
年
刊
）
）
一
二
二
八
年
成
る
―

「
普
き
民
人
を
一
つ
の
手
綱
の
も
と
に
服
わ
せ
る
」
ま
で
の
歴
史
叙
事
物
語
。
こ
の
な
か
で
宗
教
的
観
念
を
見
定
め

る
に
、
天
神
崇
拝
と
大
地
の
神
々
を
最
も
尊
ぶ
姿
勢
も
見
え
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
最
高
統
治
者
で
あ
る
チ
ン
ギ
ス
ハ

ー
ン
の
生
い
立
ち
、
そ
し
て
育
み
、
大
人
と
し
て
の
生
き
方
を
学
ぶ
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
の
半
世
紀
後
に
チ
ン

ギ
ス
の
孫
フ
ビ
ラ
イ
が
一
二
七
一
年
に
都
を
中
国
北
京
に
遷
し
た
後
、
元
朝
の
宮
廷
国
家
へ
と
擡
げ
て
い
く
時
期
で
あ

っ
た
。

『
集
史
』
宰
相
ラ
シ
ー
ド
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
〔
パ
リ
国
立
図
書
館
藏
〕

一
二
九
五
年
、
第
七
代
イ
ル
・
ハ
ー
ン
の
ガ
ザ
ン
・
ハ
ー
ン
は
、
宰
相
宰
相
ラ
シ
ー
ド
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
の
協
力

の
も
と
政
治
経
済
の
改
革
を
断
行
し
て
い
く
。
一
三
〇
〇
年
に
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
一
族
の
記
録
編
纂
を
命
じ
た
。
こ

の
歴
史
記
録
書
が
完
成
を
見
た
の
は
一
〇
年
後
の
一
三
一
〇
年
、
オ
ル
ジ
ェ
ッ
ト
・
ハ
ー
ン
の
時
で
あ
っ
た
。
こ
の
『
集

史
』
全
三
卷
の
中
身
は
、
卷
一
に
、
モ
ン
ゴ
ル
史
、
卷
二
に
、
世
界
史
、
卷
三
に
、
地
理
編
で
あ
る
。
だ
が
卷
三
は
現

存
を
見
な
い
。
卷
一
と
卷
二
の
二
卷
を
見
る
に
過
ぎ
な
い
。

卷
一
の
モ
ン
ゴ
ル
史
で
は
、
第
一
部
に
ト
ル
コ
・
モ
ン
ゴ
ル
系
諸
部
族
ご
と
の
歴
史
を
所
載
す
る
。
第
二
部
で
チ
ン
ギ

ス
・
ハ
ー
ン
の
祖
先
の
歴
史
、
モ
ン
ゴ
ル
統
一
か
ら
世
界
征
服
、
諸
ハ
ー
ン
國
の
歴
史
を
所
載
す
る
。

古
諺
を
探
る

「
騎
士
道
」
の
時
代
「
雨
が
降
っ
て
も
槍
が
降
っ
て
も
約
束
は
約
束
だ
」
〔
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
の
こ
と
ば
〕
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オ
ル
ド
ス
高
原
に
立
つ
「
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
像
」

西
暦
一
二
二
七

年
、
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
が
西

夏
を
攻
め
る
時
甘䔥

の
軍
営
で
な
く
な
っ
た
。
遺
体

は
諸
王
た
ち
が
チ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
遺
言
の
と
お
り

に
、
千
里(

地
名)

に
運
ん
で
こ
こ
に
埋
め
た
。
今
、

阿
爾
巴
斯
（
ア
ル
ブ
ス
）
山
蘇
木
区
内
の
千
里
堀
と

周
囲
一
〇
キ
ロ
以
内
は
ボ
ラ
ト
ウ
ロ
ハ
イ
、
ゴ
ン
シ

リ
、
ホ
ウ
ロ
ト
ウ
、
ア
ラ
タ
ン
ト
ウ
サ
ン
、
チ
ャ
ン

ホ
ウ
ゴ
ウ
な
ど
の
地
名
は
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
の
葬

儀
、
墓
な
ど
に
関
す
る
資
料
に
合
致
す
る
。

『
元
朝
秘
抄
』
に
、
「
太
祖
二
十
二
年
西
夏
を
討
伐

す
る
時
、
閏
五
月
六
盤
山
に
避
暑
し
て
六
月
に
西
夏

が
降
伏
し
、
八
月
サ
リ
ツ
ウ
ア
ン
ハ
ツ
ト
ウ
行
宮
で

崩
御
し
、
輦
谷
に
埋
め
た
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。

明
代
の
叶
史
奇
（
字
を
世
傑
、
号
を
静
斎
先
生
）
が

書
い
た
『
草
木
子
』
（
元
明
史
料
筆
記
叢
刊
）
に
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
王
を
送
る
言
葉
で
は
「
元
諸
帝
の
墓
は
起
輦
谷
に
あ

る
。
元
国
は
墓
を
作
ら
な
く
て
、
埋
め
た
後
、
何
万
も
の
騎
兵
で
踏
ん
で
平
坦
な
地
に
す
る
。
そ
の
後
、
子
駱
駝
を
殺

し
そ
の
上
に
置
い
て
何
千
の
騎
馬
兵
が
そ
こ
を
守
る
。
一
年
を
過
ぎ
て
新
し
い
草
が
芽
を
出
す
と
、
テ
ン
ト
を
撤
収
し

帰
る
。
だ
か
ら
、
墓
は
ど
こ
に
あ
る
か
知
る
人
は
い
な
い
の
だ
。
祀
る
時
に
は
親
駱
駝
を
殺
し
、
悲
鳴
を
あ
げ
た
場
所
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が
墓
だ
と
決
め
た
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

張
穆
が
書
い
た
『
モ
ン
ゴ
ル
遊
牧
記
』
を
引
用
し
た
「
モ
ン
ゴ
ル
源
流
」
で
は
、
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
は
死
亡
後
「
金

身
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
く
て
大
き
い
陵
を
作
っ
て
保
護
し
た
。
そ
こ
に
は
白
い
部
屋
八
間
が
あ
り
ア
ラ
タ
ン
サ
ン
イ

ン
ハ
ダ
イ
サ
ン
ヤ
ン
ン
の
タ
オ
ト
コ
地
方
だ
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
文
書
で
は
「
だ
か
ら
歴
史
で
い
う
起

䔥

谷
は
今
の
サ
イ
イ
ン
ノ
ウ
エ
ン
右
旗
と
鄂
爾
多
斯
（
オ
ル
ド
ス
）
右
旗
の
あ
わ
せ
る
と
こ
ろ
で
間
違
い
な
い
」
と
い

う
。
「
ア
オ
ト
コ
ウ
」
は
ま
さ
に
鄂
托
克
（
オ
ト
ク
）
で
あ
る
こ
と
だ
。
こ
れ
は
鄂
爾
多
斯
（
オ
ル
ド
ス
）
右
旗
中
旗

の
昔
の
言
い
方
で
あ
り
今
の
鄂
托
克
旗
（
オ
ト
ク
キ
）
で
あ
る
。
「
モ
ン
ゴ
ル
遊
牧
記
」
に
は
「
阿
拉
坦
山(

ア
ラ
タ
ン

サ
ン)

は
つ
ま
り
右
翼
中
旗
の
西
北
の
阿
爾
布
坦
山(

ア
ジ
ブ
タ
ン
サ
ン)

で
あ
る
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

※
鄂
托
克
旗
（
オ
ト
ク
キ
）
モ
ン
ゴ
ル
族
は
、
旧
暦
お
正
月
を
「
チ
ャ
ガ
ン
サ
ル
」
と
い
う
。
「
チ
ャ
ガ
ン
」
は
白
い

意
味
で
「
サ
ル
」
は
月
の
意
味
だ
。
モ
ン
ゴ
ル
族
は
「
白
」
を
万
物
の
母
と
す
る
。
主
に
純
白
は
、
お
め
で
た
い
と
き

に
使
わ
れ
る
。
お
正
月
の
初
め
は
「
白
い
服
」
を
着
て
過
ご
す
の
が
伝
統
で
あ
る
。
白
い
服
は
「
吉
服
」
と
よ
ん
で
白

色
は
福
を
も
た
ら
す
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
習
慣
は
草
原
で
長
い
間
伝
わ
っ
て
き
た
。

蒙
古
國
牒
状
〔
南
都
東
大
寺
尊
勝
院
所
藏
〕

上
天
眷
命

大
蒙
古
國
皇
帝
奉
書

日
本
國
王
、
朕
惟
自
古
小
國
之
君
、
境
土
相
接
、
尚
務
講
信
修
睦
、
況
我
祖
宗
受
天
明
命
、
奄
有
區
夏
、
遐
方
異
域
、

畏
威
懷
徳
者
、
不
可
悉
數
、
朕
即
位
之
初
、
以
高
麗
无
辜
之
民
久
瘁
鋒
鏑
、
即
令
罷
兵
還
其
疆
域
、
反
其
旄
倪
、
高
麗

- 6 -

君
臣
、
感
戴
來
朝
、
義
雖
君
臣
、
而
歡
若
父
子
、
計
王
之
君
臣
、
亦
已
知
之
、
高
麗
朕
之
東
藩
也
、
日
本
密
迩
高
麗
、

開
國
以
來
、
亦
時
通
中
國
、
至
於
朕
躬
、
而
無
一
乘
之
使
以
通
和
好
、
尚
恐
王
國
知
之
未
審
、
故
特
遣
使
持
書
布
告
朕

意
、
冀
自
今
以
往
、
通
問
結
好
、
以
相
親
睦
、
且
聖
人
以
四
海
爲
家
、
不
相
通
好
、
豈
一
家
之
理
哉
、
至
用
兵
、
夫
孰

所
好
、
王
其
圖
之
、
不
宣
、

至
元
三
年
八
月
日

高
麗
國
王
王
〓
、
右
啓
、
季
秋
向
闌
、
伏
惟
大
王
殿
下
、
起
居
万
福
、
瞻
企
瞻
企
、
我
國
臣
事
蒙
古
大
朝
、
稟
正
朔

有
年
于

茲
矣
、
皇
帝
仁
明
、
以
天
下
爲
一
家
、
視
遠
如
迩
、
日
月
所
照
、
咸
仰
其
徳
化
、
今
欲
通
好
于
貴
國
、
而
詔

寡
人
云
、
海
東
諸
國
、
日
本
與
高
麗
爲
近
鄰
、
典
章
政
理
、
有
足
嘉
者
、
漢
唐
而
下
、
亦
或
通
使
中
國
、
故
遣
書
以
往
、

勿
以
風
濤
險
阻
爲
辭
、
其
旨
嚴
切
、
茲
不
獲
已
、
遣
朝
散
大
夫
尚
書
禮
部
侍
郎
潘
阜
等
、
奉
皇
帝
書
前
去
、
且
貴
國
之

通
好
中
國
、
無
代
無
之
、
況
今
皇
帝
之
欲
通
好
貴
國
者
、
非
利
其
貢
獻
、
但
以
無
外
之
名
高
於
天
下
耳
、
若
得
貴
國
之

報
音
、
則
必
厚
待
之
、
其

實
與
否
、
既
通
而
後
當
可
知
矣
、
其
遣
一
介
之
使
以
往
觀
之
、
何
如
也
、
惟
貴
國
商
酌
焉
、

拜
覆
、

至
元
四
年
九
月
日

啓

○
中
略

奧
書

文
永
五
年
二
月
之
候
、
於
西
郊
龜
山
殿
大
多
勝
院
道
場
、
勤
仕
後
鳥
羽
院
御
八
講
之
間
、
此
程
寄
宿
注
性
稱
願
房

之
住
房
之
次
、
借
請
彼
房
主
之
本
、
即
誂
其
房
主
、
令
書
寫
之
畢
、
當
時
天
下
無
雙
勝
事
、
只
有
此
事
、
仍
爲
後
覽

所
書
寫
之
也
、
依
諸
卿
之
評
定
、
返
牒
不
被
遣
之
云
々
、
委
細
之
事
、
追
可
尋
記
之
而
已
、

華
嚴
宗
末
葉
法
印
釋
宗
性

尊
勝
院
、
年
齢
六
十
七
、
夏
臈
五
十
五
、

神
宮
司
廳
『
故
事
類
苑

外
交
部
』1983

年
、
吉
川
弘
文
館
、
よ
り
抜
粋
。

《
書
下
し
文(

抄
》
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蒙
古
国
書

至
元
三
年(

一
二
六
六:

文
永
三
年)

八
月

上
天
の
眷
命
せ
る
大
蒙
古
国
皇
帝
、
書
を
日
本
国
王
に
奉
る
。
朕
惟
ん
み
れ
ば
、
古
よ
り
小
国
の
君
、
境
土
相
接
す

れ
ば
、
尚
努
め
て
信
を
講
じ
睦
を
修
む
。(

中
略)

朕
即
位
の
初
め
、
高
麗
の
辜
な
き
民
の
久
し
く
鋒
鏑
に
つ
か
る
る
を

以
て
、
す
な
は
ち
兵
を
罷
め
、
そ
の
疆
域
を
還
し
、
そ
の
旄
倪
を
反
ら
し
む
。
高
麗
の
君
臣
、
感
戴
し
て
来
朝
せ
り
。

(

中
略)

高
麗
は
朕
の
東
藩
な
り
。
日
本
は
高
麗
に
密
迩
し
国
を
開
き
て
以
来
、
ま
た
時
に
中
国
に
通
ず
。
朕
が
躬
に
至

り
て
は
、
一
乗
の
使
の
以
て
和
好
を
通
ず
る
な
し
。
尚
恐
ら
く
は
王
国
の
こ
れ
を
知
る
こ
と
未
だ
審
ら
か
な
ら
ざ
ら
ん
。

故
に
特
に
使
を
遣
は
し
、
書
を
持
ち
て
朕
が
志
を
布
告
せ
し
む
。
冀
は
く
は
、
自
今
以
往
問
を
通
じ
好
を
結
び
、
以
て

相
親
睦
せ
ん
。(

中
略)

兵
を
用
ふ
る
に
至
り
て
は
、
夫
れ
孰
か
好
む
と
こ
ろ
な
ら
ん
。
王
そ
れ
こ
れ
を
図
れ
。
不
宣
。

(

『
調
伏
異
朝
怨
敵
抄
』)

《
書
下
し
文(

抄
》
関
幸
彦
著
『
神
風
の
武
士
像

蒙
古
合
戦
の
真
実
』2001

年
、
吉
川
弘

文
館
、
よ
り
抜
粋
。

『
蒙
古
襲
来
絵
詞
』
上
・
下
二
軸
。
国
宝
三
の
丸
尚
古
館
所
蔵
。
竹
崎
季
長
の
合
戰
上
申
。


